
ＪＴＳ社団セミナーのご報告 

 

2020/7/16～2020/11/24 『AI技術者育成講座』を実施 

 

ＪＴＳ社団は過去３回に亘り、ＡＩに関連した講演会を主催させて戴き、約８０名の方に

ご参加戴きました。昨年は２０１９／６／１４に「ＡＩ技術者育成講座」の指導役の川村秀

憲教授にご講演を戴き、そのご縁で今回の講座開設に至りました。川村研究室の横山想一郎

助教のご指導の下、講師役は博士課程の大学院生（３名）に担当して頂きました。 

 

受講者は、８社から開発経験があり、ＡＩ開発に興味のある若手の技術者１４名で、７月 

１６日～１１月２４日まで全１０回に亘る講座を受講して頂きました。 



当初は東京と札幌の事業所に集まり、グループ演習を交えた集団形式の講義を想定して

おりましたが、コロナ禍の影響により、全て Zoomを使用したオンラインでの開催となりま

した。「ＡＩ技術者育成」を目的とした講座ということもあり、ＡＩの基本概念と主要な技

術に触れた後、講師が携わっている研究内容の紹介も行いながら、画像認識を題材としたデ

ィープラーニングを演習形式で体験して頂く内容としました。本講座ではＡＩ開発環境と

して PyTorchを使用しました。 

 

＜講座のテーマ・研修内容＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義形態はＡＩの基礎から開発に至る座学中心の講義、その知識を踏まえた上で毎回、各

自の開発環境で演習を行う形式となりました。演習で使用するコードの説明に加えて、 

ＡＩのモデル学習・評価で重要な点について話して頂きました。 

  



＜演習の作業例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回目～７回目の講座で学んだ内容をもとに、ＡＩを用いて課題解決するというテーマ

が与えられました。課題は各自が設定して、データセットの作成～精度評価など機械学習タ

スクの一連の流れを行い、講座の最終回では各受講者から成果発表を頂きました。 

 

発表内容については、講師から研究者の視点からアドバイスを受けていました。受講者か

らは、「ＡＩの研究者から直接コメントを貰えることは大変貴重な体験であった」との感

想を頂きました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座各回の終了後に受講者よりアンケートを頂き、質問、要望等については適宜にフィー

ドバック出来た事で、全体を通して好評である旨の評価を頂きました。また、今後のテーマ

として、AIの概念と実装に関して更に深堀りした講座や Region-CNN（領域切り出し付き

畳み込みニューラルネットワーク）や Faster Region-CNNに関する講座の開催といった専

門的なリクエストまでありました。 

 受講者は最新のＡＩ技術を体験し、多いに刺激を受けた講座であったようです。 

 

 

                                    以上 

 

成果発表の一例（日本硬貨の分類） 


